






しないこと J また， J品載 ri1rJとなった論文は許可
なく他の刊行物に発去しないものとする）
~－ i'Z和，1IJ;(f1:jの柑載の口J行は，編集委n会が依頼した









G. 原稿は 3t~f; (Iχl.衣も合み2部（よコピー 口J，ただ
L'1n＼は卜.'fI.のコピーであること） A4版にワー





考文献のJli（｛とし， j喧しペー ジを｛、Iける..Key word 
( 5 i同以内）とランニングタイトJレ（ヰ（）’FくらLけをつ
ける。情丈は簡潔に， iズ1乙も必安最小限に！上めるコ




~1） 切，イ1）川を llfj らかにし，改1J：する時は行の最初を
・'f:あけて芹きはじめる
！）．外来，lftは1・似宇I，外［Ii]人名は外［1qつづりのままと
するυ 学れその他イタリ yクを要する＇ f:七Jにはアン
ダー ラインをリ｜くじ
10. 夫，｜χl及び＇If！＼には夫 1, Iスj1，写真 lあるいは





G.Gcm ～ i比大 l'.krnJ を亦で指定しておく τ ワ~＼は，
l i誌は印刷紙に焼き付けたものが必要で，残＇ J!]) 2 




11. 度量衡の単f,'1；は cm, nun, μm, A, ml, pl，ι 
pg, ng, T, rpm, cprn, Ci, mCi, pCi, mM，ぃM,
hr, min, secるなどとし，ね：；；Aのあとに点をつけな
~ ¥ c （例外として fはliterX.はlitersにする）
12. 参考文献はアルファベット順に並べ，本文の最後
にまとめる c U、Fの五己帯主例にft{:い， ピリオド， コ
シマ，スペース等にもn：，意することに本文rt1の文献
書ザはイjlr;Jに日括弧で、つける例U-liI~. Jc :fl; {j－名は全
民記載すること c
1.浅井栄二 Ul78.点滴静注による Dilwkacin Cパニ
マイシン）の使用経験．基礎と臨床 13 ・ 925~9:31
2.Bille, J. and Glauser, M. P. 1981 Pr 門川1tion of 
acute and chronic ase℃守ndin反pyelonぞphlitisin 
rats byマ aminoεlycosideantibiotics ace urn ulat el 
and persistぞntin kinclmys. Antimicrob. Agents 
Chernothぞ1・19.:381-:38f) 
:J.Dowell, V. R., Jr. Hl75. ¥Vound and abscess 
speぐimens、p.70 81 Il A. Balows ( ed ) , Clinical 
microhiolog,v. How to start and when to stop. 6 
ChariぃsC. Thomas『 Publisher,Springfield 
4.深谷一太 rnso. tlUh"fl]の併用問題， p.12f)1:37. 
!Jl! 奈，~＇f f F，寺町J（編入今［］の化乍療法．ラ
イフ・サイエンス，東京凶
九Goodman,L. S. and Gilman, A. 19/G. The 
pharmacolo足icalbasis of therapeutic s，らth ed 
The Macmillan Co., Ne＼町York
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